
 

コラム「泥炭性軟弱地盤対策工ﾏﾆｭｱﾙ」平成 24年度地盤工学会賞（技術業績賞）を受賞 

寒地土木研究所 寒地地盤ﾁｰﾑの泥炭性軟

弱地盤に関する研究成果を体系化した「泥炭

性軟弱地盤対策工ﾏﾆｭｱﾙ」が、平成 24年度地

盤工学会賞（技術業績賞）を受賞し、平成 25

年 6 月 13 日に開催された公益社団法人地盤

工学会の第 55 回通常総会において表彰され

ました（写真-1）。 

各地の低平地を中心に見られる泥炭は、高

有機質で特異な性質を持つことから、調査・

設計・施工において通常用いられる方法が適

用できない特殊土です。とりわけ北海道や東

北では広範囲に分布しており、国内の代表的

なﾛｰｶﾙｿｲﾙとなっていることから、寒地土木

研究所では、泥炭性軟弱地盤に関する研究を

重要な課題のひとつとして取り組んできた

ところです。 

本ﾏﾆｭｱﾙは、寒地地盤ﾁｰﾑの泥炭性軟弱地盤

に関する研究成果や経験を整理し、現場技術

者が泥炭性軟弱地盤上に道路などを建設・維

持管理する際に必要となる調査・設計・施工

の考え方をとりまとめたもので、国土交通省

北海道開発局の道路設計要領において、準拠

すべき指針として採用されています。 

今回の表彰は、最新の沈下予測法など調査・設計技術に関する実務的な研究成果を体系化

した点に加えて、事例集や施工ｶﾙﾃを備え、将来への技術継承や維持管理へのﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟにも配

慮した技術基準書であることが認められ、その社会的貢献度が評価されたものです（写真-2）。 

本ﾏﾆｭｱﾙは、寒地地盤ﾁｰﾑのﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ（http://jiban.ceri.go.jp/pm/）からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞできます。本ﾏ

ﾆｭｱﾙが、泥炭性軟弱地盤に携わる技術者の皆様に有益な技術基準として活用され、同種の地盤

における建設ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄや防災事業の円滑な実施に寄与することを期待しています。 

なお、寒地地盤ﾁｰﾑでは、現在、泥炭性軟弱地盤上の盛土の合理的な維持管理や耐震補強技

術に関する研究を行っています。これらの成果については、今後の泥炭性軟弱地盤対策工ﾏﾆｭｱ

ﾙ改訂などに反映させる予定です。 
 

 
写真-1 表彰式の様子 

 

 
写真-2 新しい地盤改良技術 

（ﾄﾚﾝﾁｬｰ式中層混合処理工法） 
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